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【自主防災組織の訓練】 
名古屋市では、これまで公共施設の耐震化や雨水貯留施設の建設をはじめ、地域の皆さまに

対する防火・防災意識の啓発を継続的に行うなど、ハードとソフトの両面で防火・防災対策に

取り組んできました。 

しかし、災害が起こるたびに直面するのが、「行政の力には限界がある」という、避けること

ができない事実です。実際に、平成７年１月に発生した「阪神・淡路大震災」では、救助され

た人の８割が、住民の手によるものであったともいわれています。 

 防火・防災は、「自分の身は、自分で守る」という「自助」と、「自分たちのまちは、自分た

ちで守る」という「共助」の精神が基本であり、最も大切なことです。皆さん一人ひとりが防

火・防災について考え、それを地域に広げていくことが、災害に強いまちづくりの一歩と考え

ています。 

いつ起こるかわからない災害に備え、自主防災訓練を実施していきましょう。 

【南海トラフ地震について】 

３０年以内に７０％～８０％程度の確率で発生すると想定されています。 

市域の被害想定（あらゆる可能性を考慮した最大クラスの場合） 

最大震度 7（昭和区内は震度６弱から６強） 

本市では、南海トラフで発生する地震について、被害予測調査を行いました。 

区 分 対策未実施の場合 対策を実施した場合 

死 者 数 約 6,700 人 約 1,500 人 

重傷者数 約 3,000 人 約 1,400 人 

軽傷者数 約 12,000 人 約 6,900 人 

地震動による全壊棟数 約 34,000 棟 約 9,900 棟 

昭和区最大震度 
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Ａ 安否確認訓練 難易度（★★★） 優先度（★★★） 

参加人数等 活動スペースの例 時間 

10 名～ 

（会長、副会長、班長等） 

現地本部設置予定場所及び各住戸 45 分～ 

訓練の必要性 

災害時に、助けを必要としている人を速やかに救助するためには、地域の皆さま同士で

の安否をより早く、正確に確認することが重要です。助けを求めている人たちをいち早く把

握することで、一人でも多くの人を救助することができます。 

訓練の様子 

リーダーによる安否の確認 現地本部での安否情報の取りまとめ 

災害時に安否を短時間で確認できれば、救出が

必要な人にいち早く気づき、迅速な救助活動を行

うことができます。 
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◆安否確認訓練を行うにあたっての確認事項 

① 発災直後の動きを確認する（自分自身の安全確保）。

シェイクアウト、在宅家族の無事の確認、火の元の確認、ブレーカーの遮断。 

② 各世帯の安否確認の方法は自主防災会ごとにあらかじめルールを決めておく。

 ・安否確認札を玄関等に掲げる。 

     ・目印となるもの（タオルやリボン等）を玄関等に掲げる。 

    ※特別な札を購入したりしなくても「家にあるもの」でOKです。 

③ 自主防災会を組で分け、組長等をリーダーとする。 

各組長をリーダーとし、組長は確認できた安否情報や被災状況等を自主防災会の現地

本部へ行き、自主防災会長へ報告する。安否情報の報告は、住所・氏名・状況をメモ

書きするなど災害時に活用できるシンプルな方法が良い（組回覧の用紙を応用しまし

ょう。）。 

④ 組ごとに集合場所を決めておく。 

安否確認はなるべく多くの方で行うことで、早く確認できる。組長等を中心に協力し

合い手分けして実施する。手伝える人は集まるようにする。  

⑤ 自主防災会の現地本部設定場所を決めておく。 

 ・災害時に安全な町内の集合場所（火災や水災があっても影響を受けない場所） 

・地域の中心付近にあり全域の状況が把握しやすい場所 

・複数の安全な経路により集合できる場所 

・資器材が確保しやすい場所 

  どのくらいの時間で自主防災会長のもとへ情報が収集されるか訓練してみましょう。

（図：自主防災会現地本部とそれぞれの関係 参照） 

集合場所 
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◆安否確認訓練の実施の流れ（例） 
１０：00 地震発生 

直後 ・自宅で…自身の安全を守る 

出火防止のため、火元の確認や 

ブレーカーの遮断を行う。 

１０：05 ・無事なら安否札などを所定の場所に 

掲げる。 

１０：10 ・組長等を中心に安否確認を行う方は、 

組（地区）の集合場所に集まる。 

（初期消火や避難誘導など必要な初動対応

を組単位で行う。） 

１０：15～ 

１０：40 

・組長等を中心に組（地区）内の安否確認を

行った後、組（地区）の集合場所に再度集ま

る。 

・組長等は、組（地区）内の安否情報・被災状

況をまとめ、自主防災会長へ報告する。 

１０：45 訓練終了 

オオプションオプションで加えましょう！ 

タオルやリボンなども活用できます 

組長等 組長等 組長等 

自主防災会現地本部 

自主防災会長 ⑤を決定 

③、④を指揮、実施 

① 、②を実施

図：自主防災会現地本部とそれぞれの関係

安否確認札の表 

安否確認札の裏 
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B 現地本部運営訓練 難易度（★★★） 優先度（★★★） 

参加人数等 活動スペースの例 時間 

10 名～ 

（会長、副会長、班長等） 

現地本部設置予定場所 ６０分～ 

訓練の必要性 

現地本部は、災害時の自主防災会の本部、指揮命令系統の中枢であり、情報の集約、

活動の優先度の判断等を行う拠点です。自主防災会長が、正しい情報に基づき、各班長

を通じて自主防災活動を適切に指揮し、地域の被害を最小に止めるためには訓練が不

可欠です。 

訓練の様子 

『災害対応の初動で地域の被害を軽減する』ため、

訓練を行いましょう！！ 

※ 安否確認訓練とセットがおすすめです。 

公園での現地本部設置 
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◆現地本部運営訓練を行うにあたっての確認事項 

① 現地本部の運営場所を決めておく。 

・災害時に安全な町内の集合場所 

（災害の種別によっては場所を変える必要がある。） 

・地域の中心付近にあり全域の状況が把握しやすい場所 

・複数の安全な経路により集合できる場所 

・資器材が確保しやすい場所 

② 現地本部長、副本部長、本部員を決める。 

本部長は自主防災会長、副本部長は副会長（または顧問）、本部員をあらかじめ指名

しておく（受付、記録ができる人数を話し合って決めましょう。）。 

③ 現地本部設置に必要な資器材を確認する。 

現地本部設置、運営に必要な資器材（別紙）を準備、確認する。また、電源、電池が

必要な資器材にあっては、事前に作動するか確認しておくと良い。 

④ 現地本部へ集合した際の報告内容を確認する。（安否情報、被災状況） 

各組長は現地本部へ集合した際、安否確認で入手した安否情報、被災状況を現地本部

長へ報告する。安否情報の報告は、住所、氏名、状況をメモ書きするなど災害時に活

用できるシンプルな方法が良い。 

⑤ 各班の活動内容、任務内容を確認する。 

現地本部には情報班、消火班、避難誘導班、救出救護班、給食給水班の５つがあり、

あらかじめ町内会で決めてある組織編成図を用い、行動する（決めていなければこの

機会に決めましょう。）。各班がどのような活動内容、任務内容なのかをあらかじめ

確認しておく。 

※ 地域の事情に合わせて、被災状況を想定しましょう。災害の規模、発災時間、天候等も

訓練想定を決定するうえで重要な要素になります。 

※ 安否確認訓練等と組み合わせて行うと効果的です。 

まずは、現地本部の設置・運営がどのようなものか訓練で体験し、災害想定をイメージ

して各班の活動内容を確認してみましょう。 

安否確認訓練と 

セットがおすすめ！！
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◆現地本部運営訓練の実施の流れ（例） 

10：30 ・自主防災会長（町内会長・自治会長）

は、自らの家族の安否確認後、現地本部

をあらかじめ決めた場所に設置する。 

指名されている副本部長、本部員もとも

に行動する。 

10：30

～ 

10：55 

・組長等は、現地本部の自主防災会長に 

組（地区）内の安否情報・被災状況を報

告する。 

・自主防災会長は、報告された安否情報・

被災状況を地図や白紙に取りまとめる。 

10：55

～ 

1１：00 

・自主防災会長は、現地本部に集合した組

長等に安否情報・被災状況を伝え、以下

の５つの班を編成する。  

○情報班 

（住民への情報伝達と小学校の災害救助地

区本部等への報告等） 

○消火班 

（消火器、水バケツなどによる初期消火の

実施、出火防止の広報等） 

○避難誘導班 

（避難場への誘導、高齢者など介護が必要

な方への支援の実施等） 

○救出救護班 

（負傷者を助け出し、応急手当を行う 

 負傷者の搬送等） 

〇給食給水班 

（炊き出し及び給水、物資の配分） 

班長は組長等から選び、班員は住民に協

力を求めて編成する。 

・自主防災会長は、各班長にそれぞれ 

 活動を指示し、結果報告を求める。 

11：30 訓練終了。 

※他の行事と一緒に行うなど工夫する。 

実施後、町内の会議などで振り返りを行

い、反省点とその改善策を見つけて次に

つなげましょう！ 

現地本部運営訓練開始 

各班を編成し、災害想定を与え、活

動（仮想）を指示します。被災場所

（仮想）への派遣等はしません。

各班活動開始

被災状況等を把握するために、地

域の地図や各種情報を書き込むた

めのメモ用紙や筆記具を準備して

おきましょう。

現地本部運営設定 
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別紙 現地本部設置、運営に必要な資器材 

□テント（公民館内、車庫内など雨風や直射日光を避けられる場所に設置する場合は不要） 

 □机、いす 

 □本部員用ヘルメット 

 □ラジオ（携帯テレビ、予備電池） 

□メガホン（あれば無線機）、ホイッスル 

 □夜間照明（キャンプ用ランタン、予備燃料、あれば発電機） 

 □掲示用ボード（ホワイトボード）、筆記具一式（多色のペン、記録紙、付箋、テープ） 

 □白地図、防災マップ（各種ハザードマップでも可） 

 □町内会名簿等 

 □カメラ、ノート、白紙 

 □非常食・水 

 （すべての資器材について、無ければ代用品でまかなう。） 
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C・D・E 初期消火訓練 難易度（★☆☆） 優先度（★★☆） 

参加人数等 活動スペースの例 時間 

２名～ 公園、学校等 １０分～ 

訓練の必要性 

消防署が保有しているタンク車（放水することができる車両）は数に限りがあるため、災

害時に同時多発的に火災が発生してしまうと、対応しきれず大きな火災へとつながってし

まいます。地域の皆さまで初期消火をすることで、火災を最小限に止めることができます。 

訓練の様子 

災害時、初期消火に成功すれば、多くの生命・

財産を守ることができます！！ 

水消火器による消火訓練 三角バケツによる消火訓練 
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◆初期消火訓練を行うにあたっての確認事項 

① 水道水を利用できる場所を確保する。 

三角バケツ、バケツリレーの訓練を行う場合、水の補給が必要になるため、すぐに水

を確保できる場所で行う（水消火器の水の補給はできません。）。 

  バケツリレーを実施する場合、水源となる簡易防火水槽（消防団保有）もしくは家庭

用プールがあると良い。 

②各資器材を準備する。 

水消火器、三角バケツ、炎に見立てた的は消防署で貸し出せます。バケツリレーで使

用するバケツは、どのようなものでも構いません。 

各資器材を触ってもらい、いざという時に使えるよう慣れてもらいましょう。
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◆初期消火訓練の実施の流れ 

Ｃ 消火器取り扱い（１０分） 

Ｄ 三角バケツ（１０分）  

Ｅ バケツリレー

※炎が建物の天井まで上がっている場合は初期消火困難なため、その場から避難し、１１９番通報

してください。 

１０:００ 

（準備） 

水槽もしくはプールに水をためる。 

その間にバケツリレーの水入りバケツ側

の列と空バケツ側の列とに分ける。 

１０:１０ 訓練開始。バケツに水を汲みまわしてい

く。この時、人と人が向かい合うように並

ぶと渡しやすい。 

（水入りバケツを渡すときに濡れることが

あるので注意を！） 

１０：２０ 数回実施したところで、訓練終了。 

より効率の良い消火方法を地域の中で

話し合ってみましょう。 

炎を見つけて 

「火事だ、火事だ」 

と大きな声で叫ぶ 

水消火器のピンを

抜き、ホースを的

に向け放水する 

的を倒し 

消火成功 

炎を見つけて 

「火事だ、火事だ」 

と大きな声で叫ぶ

的を倒し 

消火成功 

三角バケツのふた

を開け放水の準

備をする 

水入りバケツ側 

空バケツ側 
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F・G・H・I 救出救護訓練 難易度（★☆☆） 優先度（★★☆） 

参加人数等 活動スペースの例 時間 

２名～ 公園、集会場等 １０分～ 

訓練の必要性 

阪神・淡路大震災では、公設消防による救出は 1.7％であり、その多くが自力や自分の

家族、または友人・隣人等により救出されました。一人ひとりが救出救護の知識・技術を

身につけ、より多くの方を救うことができるよう訓練をしていきましょう。 

訓練の様子 

普段使用しない資器材が多いため、実際に見て

触れることで、それぞれの資器材の使い方、特性

を確認し、いざという時に備えましょう！！ 

ジャッキやバールを使った 

救出訓練 

竹竿と毛布を使った 

応急担架搬送訓練 

応急手当訓練 

（AED 取扱い） 
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◆救出救護訓練を行うにあたっての確認事項 

Ｆ救出訓練 

① 使用資器材を準備する。 

救出活動で使用するジャッキ、バール、木材を準備する。倒壊した家屋として使用するベニ

ヤ板、要救助者のダミー人形は消防署で貸し出せます。 

② 公園などの広いスペースを確保する。 

訓練を行うにあたって救出現場を再現できる広い場所が必要となる。また、ジャッキやバー

ルを使用すると地面を傷つける場合があるため、考慮した場所を選定すると良い。 

Ｇ・Ｈ 搬送法、応急担架搬送 

① 使用資器材を準備する 

竹竿、毛布、使い古しの T シャツを準備する。人を乗せて搬送訓練を行う際は極力４人で

行い、毛布の崩れやＴシャツの破れによる傷病者の落下には十分注意すること。 

Ｉ 応急手当 

① 使用資器材を準備する 

止血法、三角巾法で使用する三角巾、ガーゼを準備する。傷に見立てたシールを貼ること       

で、より実践的な訓練を行うことができる。 

※ 心肺蘇生法、ＡＥＤ取り扱いで使用するＡＥＤ、心肺蘇生法訓練人形等は消防署で貸し出

せます。 

② コミセン、学校等の室内での訓練スペースを確保する 

屋外でも実施することができるが、心肺蘇生法を実施する場合、膝を地面につかなければ 

ならないため、室内でできるとよい。 

 搬送法、応急担架搬送訓練時は、傷病者役の方を落下させたり、腰部等の怪我に注意しながら行

いましょう。 
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◆救出救護訓練の実施の流れ（例）

F 救出救護 

10:００ 訓練準備をする。ダミー人形の上に倒

壊したがれきに見立てたベニヤ板、木

材を積む。人力で持ち上げられないよ

うなものは訓練では使用しない（ケガ

の恐れがあるため。）。 

１０:１０ 各資器材の使用方法の説明をする。 

救出方法の説明をする。救出側、要救

助者観察側、安全監視側の３つに分か

れ、各役割を説明する。 

１０:２０ 訓練開始。ダミー人形の上に乗ってい

るがれきを除去する。 

人力で除去できるものは除去。 

人力では不可能なもの（あらかじめ想

定で作っておく）は、ジャッキ、バー

ル、木材で救出。 

１０:３５ 訓練終了 

Ｇ 搬送法 

１０：００ 搬送法の種類、説明をする。 

一人搬送、二人搬送①、 を展示し、

要領を説明する。 

１０:０５ 参加者で搬送法を実施する。 

搬送側と搬送される側を交代で実施す

る。 

１０:１０ 訓練終了 

訓練準備開始 

訓練資器材の説明 

各役割説明 

訓練開始 

人力で救出できる場合は人力で！ 

３つの役割に分かれ、危険があればす

ぐに救出活動を中止する。 

一人搬送 

二人搬送① 二人搬送② 
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Ｈ 応急担架搬送 

１０：００ 応急担架の作成要領の説明をする。 

竹竿と毛布での応急担架、竹竿とＴシ

ャツでの応急担架の２通りの説明をす

る。 

１０:０５ 実際に参加者で作成する。 

作成した担架で搬送訓練を実施する。 

１０:１０ 訓練終了 

Ｉ 応急手当 

１０:００ 心肺蘇生法とＡＥＤの使い方を説明す

る。意識の確認からＡＥＤ装着までの

流れを行う。 

１０:１０ 参加者同士で役割を分け、心肺蘇生法

とＡＥＤの取り扱い訓練を実施。 

１０:２０ 止血法、三角巾法の説明をする。 

三角巾による圧迫止血、三角巾による

骨折箇所の固定を実施。 

１０:３０ 参加者同士で止血法、三角巾法を交互

に実施する。 

１０:４０ 訓練終了 

※時間がない場合やより重点的に訓練

を実施したい場合は、どちらか一方の

みの訓練も実施可能。 

心肺蘇生法 

ＡＥＤ取り扱い 

訓練準備 

止血法 

三角巾法 

訓練準備 

それぞれの訓練内容の説明、解説後、

参加者による訓練開始。 
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J 避難誘導訓練 難易度（★★☆） 優先度（★☆☆） 

参加人数等 活動スペースの例 時間 

１０名～ 公園、集会場等 ３０分～ 

訓練の必要性 

災害時には避難経路に問題が生じることがあります。避難経路や避難場所は複数用意

しておき、その状況を適切に判断して最も安全な選択をする必要があります。また、要配慮

者を安全に避難させる必要があります。 

訓練の様子 

災害時の避難を疑似体験することで、地域の危

険箇所や普段気にしなかった傾斜や段差が見えて

きます。避難誘導訓練で分かったことを防災マッ

プ等に記入し、地域で共有しましょう！！ 

車いすを使った避難誘導訓練 
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◆避難誘導訓練を行うにあたっての確認事項 

① 集合場所を決める。

事前に決めた場所に集合し、そこから現地本部や小学校等に避難する。 

   回覧板等で訓練日程とともに集合場所を指定しておきましょう。 

② 車いす、リヤカーを用意する。 

車いすでの避難の体験、リヤカーを用いた避難要領を実施することで災害時要配慮

者（自力で避難できない負傷者や高齢者）の気持ちを体験でき、災害時要配慮者を

考慮した避難経路を確認することができる。

災害時の避難経路を疑似体験することで、危険箇所や普段は気にならない傾斜、段差が見 

えてくるでしょう。避難誘導訓練で分かったことを防災マップに記入し、住民に周知しま 

しょう。 

◆避難誘導訓練の実施の流れ（例） 

１０:００～ 自宅から事前に決めた集合場所に集合

する。 

防災かばん等を携行するとより効果

的。 

１０:１０～ 現地本部または小学校等へ避難開始。 

災害時要配慮者等の避難や、狭い道、

急傾斜地、崩れそうなブロック塀等の

危険箇所の確認をしながら行いましょ

う。 

また、車いすでの避難体験やリヤカー

での避難要領を実施しましょう。 

１０:３０～ 避難場所到着。 

人員の点呼を実施。 

自宅

事前に決めた集合場所に集まる 

避難開始

避難場所到着、人員の点呼 
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K・L 防災計画・マップ等の作成 難易度（★★☆） 優先度（★☆☆） 

参加人数等 活動スペースの例 時間 

５名～ コミセン等の会議室 ３０分～ 

訓練の必要性 

災害時、家屋の倒壊、土砂災害等により避難経路に問題が生じる可能性があります。そ

れぞれの地域での『避難上の危険箇所』や『災害時に役立つ施設』などを地図にマーク

することで災害時の活動に生かすことができます。 

訓練の様子 

防災計画・マップ等の作成や災害図上訓練（DIG）

を通して、地域の特性を再認識し、対策等を皆さん

で話し合うことで、災害に強い地域を作りましょ

う！！ 

防災計画・マップの作成 
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◆防災計画・マップ等の作成を行うにあたっての確認事項 

①  訓練場所は室内にする。 

地図の作成や話し合いがメインとなるため、コミセンや学校の会議室などの室内

を確保しましょう。また、大きな地図を広げるため、大きめの机（長机を並べる

など）も用意すること。 

② 使用するものは消防署で用意できる。 

使用する地域の白地図、地図、付箋、記入マジック（複数色）、シール類、参考資

料については、消防署で貸し出せます。 

③  地域の危険場所などを確認する。 

可能であれば、地域の特性（土砂崩れ箇所、倒壊危険箇所、液状化危険箇所等）

を確認しておくことで、訓練がスムーズに進む。 

防災計画・マップ作成等の訓練を通じて、お住まいの地域の特性を再確認し、対策等に

ついて話し合うことで、安全に避難できるよう訓練していきましょう。 

◆防災計画・マップ作成等の実施の流れ（例） 

９:００ 白地図を机に広げ、河川、公園、

道路の自然条件を書き込む。 

それぞれ配色を決め、わかりやす

くすると良い。（記入例１参照） 

９:１５ 災害発生時危険箇所、避難場所、

防災拠点（学校、医療機関、官公

庁等）を書き込む。 

９:３０ 地図が完成したら訓練終了。 

みんなで話し合いながら作成する

ことで、住民間で情報共有するこ

とができ、交流も深めることがで

きる。 

項目 配色 

自然条件 ・主要道路 橙（実線） 

・狭隘道路 紫（細実線） 

・河川、池 青

・公園、広場 緑（囲み） 

防災拠点 官公庁、医療機関、学校 

コンビニ、ガソリンスタン 

ド等 青シール

危険箇所 ブロック塀、石垣、広告塔 

赤シール

地域の役

立つ 

組織・ 

機材等 

組織（地域防災協力事業所等） 

対応するシール 

機材（AED、井戸、公衆電話等） 

対応するシール 

【記入例１】 K 防災マップ
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【ＤＩＧの効果】 

 効果的な自主防災訓練を行うためには、地域の特性や災害リスク等を把握することが必 

要です。ＤＩＧは、大規模災害で発生した場合の地域の課題を知り、対策等について話し 

合う訓練で地域の特性や災害リスク等を手軽に知ることができる有効な手段です。 

１０:００ 導入として訓練の手順、役割分担を

する。役割は、リーダー役、書記

役、発表役がある。 

防災マップを準備して訓練開始。 

１０:１０ 災害想定を決める。 

今回は震災を想定しています。 

１０:１５ 被害状況を書き込む。記入例２をも

とに書き込んでいく。 

１０:３０ 地域の災害リスクや課題、対策につ

いて検討する。 

例）町内会の一時避難場所から指定

緊急避難場所までの方法を検

討、一時避難場所から町内会の

安否確認の方法など 

地図をもとにグループで検討する。 

１０:５０ グループごとに発表。 

１０:５５ まとめ（約５分） 

項目 配色・参考資料 

火災延焼範囲 赤で囲って網掛け 

危険度評価 

家屋倒壊 黒で囲って網掛け 

危険度評価 

道路閉塞 黒で×印 

危険度評価 

土砂災害 茶色で囲って網掛け 

地震ハザードマップ 

液状化 緑で囲って網掛け 

地震ハザードマップ 

液状化や家屋倒壊、 

火災延焼等の被害状況を

書き込む

地域の白地図 
河川や公園、道路等 

の自然条件等を書き込む

L 災害図上訓練（DIG）

【記入例２】 

書き込んだマップを使い、 

想定に対応する。
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【自主防災訓練の申し込み方】 

訓練実施 

（終了後、訓練結果の反省及び今後の

課題の検討） 

各自主防災会で訓練の実施日、時間、場所、訓練内

容を考えていただきます。もし、どのような訓練を

すれば良いのかわからなければ、②で消防職員と相

談しながら決めていただいても大丈夫です。 

一緒に考えましょう。 

消防署への来署 or 電話 にて相談、打合わせ

を行い、具体的な内容を決めていきます。 

１０分程度でできる気軽な訓練から、６０分程度

の実践的な訓練までさまざまな訓練を用意してい

ます。

事前打合せは必要に応じて行ってください。 

疑問に思うことがあれば消防署まで気軽にご相談

ください。

訓練の届出の書類として「市民活動計画届」を提

出していただきます。いずれかの打合せのタイミ

ングの提出で構いません。 

訓練の企画 

（日程の選定、訓練概要） 

消防署への相談・打合せ 

（日程の決定、訓練内容の調整） 

「市民活動計画届」（Ｐ２５参照） 

を提出する 

訓練資器材準備 

事前打合せ 

（必要があれば実施しま

しょう） 

地域の皆さまへの広報 

（掲示板、回覧板など） 

より多くの方々に参加してもらえるよう、掲示板や

回覧板などを用いて、地域の皆さまへ自主防災訓練

の実施について案内しましょう。 

各自主防災会の所有の資器材を用意していただきま

す。自主防災会で準備できないものは、消防署にた

くさんありますので、気軽にお声かけください。 

消防職員・消防団員が訓練の指導や手伝いも行いま

す。やりっぱなしにはせず、共に良い訓練にしてい

きましょう。 

① 

②

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
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（様式 2） 

令和〇年 〇月 〇日 

 （あて先） 

 警防地域第一（二）課長 

                    団体名    昭和訓練クラブ

                   （代表者氏名）  昭和 太郎

防火・防災市民普及活動計画届

防火・防災市民普及活動を次のとおり計画します。 

活 動 日 時 令和 〇年 〇月 〇日（ ） 〇時〇〇分～ 〇時〇〇分まで

活 動 場 所 名古屋市 昭和区〇〇町〇丁目〇〇 〇〇公園

実 施 対 象 者 女性会・子供会・老人会・その他（     町内会     ）

活 動 人 数   〇〇人

活 

動 

内 

容 

□防  火 

□防  災 

□応急手当 

□その他 

Ｃ・Ｄ 初期消火訓練 

Ｉ 救出救護訓練 

貸出希望 

消火器トレーナー × １５ 

三角バケツ    × ５ 

ＡＥＤトレーナー × ３ 

心肺蘇生人形   × ３ 

注１ 本計画届は、活動実施日の３日前までに警防地域第一（二）課に届け出をしてく

ださい。 

注２ 自主防災組織の活動については、本様式による届出は不要です。 

注３ 同様の届出書類が他にある場合は、本様式による届出は不要です。 

申請日を記入 

訓練メニュー一覧を

見ながら番号、訓練

メニュー、貸出希望

資器材を記入 

該当する対象者

を記入 
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消防署の貸し出し品リスト 

倒 壊 が れ き セ ッ ト          ３ セ ッ ト 

ダ ミ ー 人 形               ２ 体 

バ ー ル                 ６ 本 

竹 竿                  ５ セ ッ ト （ １ ０ 本 ） 

ジ ャ ッ キ                 ５ 機 

毛 布                   １ ５ 枚 

簡 易 担 架                 ４ 個 

心 肺 蘇 生 人 形                ６ 体 

A E D ト レ ー ナ ー                ６ 機 

三 角 巾                   た く さ ん あ り ま す 

三 角 バ ケ ツ            １ ０ 個 

消 火 ト レ ー ナ ー                ６ ０ 本 

D I G セ ッ ト               ２ ０ セ ッ ト 
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